
固形二酸化炭素（ドライアイス）貨物受託チェックリスト 
（ACCEPTANCE CHECKLIST FOR DRY ICE (Carbon Dioxide, solid) ）

（危険物申告書不要の場合に使用）

チェックリストは、全ての危険物の貨物（9.1.4）に適切な受託チェックができるようにするため要求される。以下の
チェックリストの例は、ドライアイスがそれ自身または非危険物と一緒に包装される場合、荷送人および航空会社が受託
するのを助けるために提供されている。

以下の情報が、各項目に関して正しいか？

書類（DOCUMENTATION）

航空貨物運送状番号：
（Air Waybill No）

発地：
（Origin）

目的地：
（Destination）

YES NO* N/A

航空貨物運送状は“Nature and Quantity of Goods”欄に以下のような情報を含んでいるか。（8.2.3）
1．“UN 1845”が記入されているか。� � □ □
2．“Carbon dioxide, solid”または“Dry ice”の文言が記入されているか。� � □ □
3． 包装物の個数が記入されているか。（その貨物の中にこれら以外の包装物も含まれている場合）� � □ □
4． ドライアイスの正味量（キログラム）が記入されているか。� � □ □

政府および運航者例外規定（State and Operator Variations）
5． 政府および運航者の例外規定に準拠しているか。（2.8）� � □ □ □

注：�以下の質問は、ドライアイスまたはドライアイスを収納した包装物がULD内に提供される場合は
適用しない。

量（Quantity）
6． 1包装物当たりのドライアイスの量は200 kgまたはそれ以下であるか。（4.2）� � □ □

包装物およびオーバーパック（PACKAGES AND OVERPACKS）
7． 包装物の個数は、航空貨物運送状に記載されたとおりか。� � □ □
8． 包装物には損傷および漏れがないか。� � □ □
9． 容器は包装基準954に従っており、包装物からガスが外部に逃げるようになっているか。� � □ □

マークおよびラベル（Marks and Labels）
10．“UN 1845”が表示されているか。（7.1.4.1(a) ）� � □ □
11．“Carbon dioxide, solid”または“Dry ice”の文言が表示されているか。（7.1.4.1(a) ）� � □ □
12． 省略されることなく荷送人と荷受人の氏名と住所が表示されているか。（7.1.4.1(b) ）� � □ □

注：�包装物にマーキングされている荷送人と荷受人の氏名と住所は、航空貨物運送状上のものと異なっ
てもよい。

13． 各包装物のドライアイスの正味量が表示されているか。（7.1.4.1(d) ）� � □ □
14． 第9分類のラベルは適切に貼付されているか。（7.2.3.9、7.2.6）� � □ □
15． 無関係なマークとラベルは除去、または抹消されているか。（7.1.1(b)、7.2.1(a) ）� � □ □ □

オーバーパック（For Overpacks）
16． 要求される容器使用マーク、危険性ラベルおよび取り扱いラベルは、はっきりと視認できるか、

またはオーバーパックの外装に再表示されているか。（7.1.7.1、7.2.7）� � □ □ □
17． オーバーパック内の包装物のマークおよびラベルが視認できない場合、“Overpack”の文言が

表示されているか。（7.1.7.1）� � □ □ □
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YES NO* N/A

18． オーバーパック内の固形二酸化炭素（ドライアイス）の合計量が表示されているか。（7.1.7.1）� � □ □ □
コメント： �

　　　　　�

担当者： �

場所： 	 　署名： �

日付： 	 　時間： �

　�*もし、一つでも“NO”の欄にチェックがされている場合は、貨物を受託してはならない。また、チェック結果が
全て記入された当リストの写しを荷送人に交付すること。


